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「オープンデータと地震学」

日本地震学会2019年度秋季大会特別セッション
口頭発表17件（うち3件は招待講演）

ポスター発表4件

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/people/ykano/od4s/

•各大学・研究機関でのデータ公開の事例

•データ公開・利用を取りまく状況・課題

•地球科学，学術界，政府，世界の取組

等について議論・情報交換

開催報告：地震学会ニュースレター 第72巻NL4号

https://www.zisin.jp/publications/news.html

コミュニティの取組をオープンデータの文脈でうまく表現できれば



地殻変動（傾斜計）記録のアーカイブ

https://www.dheq.org/repo/s/bromide/

doi:10.15083/0002002255
加納(2021), Kano and Kano(2019)
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地震計の歴史的記録（例：地震研）

https://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/wakayama/

[Satake et al.(2020)]



歴史地震研究の手順（一例）

原資料・謄写本・マイクロフィルム・画像

刊本・史料集・論文

目録・OPAC・記憶 ．．．． などなど

史資料
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抽出・解読 史料集・カタログ 研究・教育

東京大学総合図書館所蔵『銘細改板江戸大地震出火場所附』

l 紙・アナログ

l デジタル・オンライン
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（1）デジタル史料集
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（2）みんなで翻刻



史料 → 史料集 → 震度 → カタログ

『新収日本地震史料』第5巻別巻3（p.1）『新収日本地震史料』第5巻（p.115）

地震に関する記述を抜粋・編さんしたもの
明治期から編さんが続き，35冊・27700頁
→ テキストデータベース

日時，概要震央地域
被害地点，内容
記録地点，史料所在地



史料 → 史料集 → 震度 → カタログ

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html
https://www.jma.go.jp
/jma/kishou/know/shindo/kaisetsu.html



史料 → 史料集 → 震度 → カタログ

1855/11/11
M7.1

2005/07/23
M6.0

［宇佐美（2010）］
史料の記述から

［気象庁「地震月報」］
震度計による観測



史料 → 史料集 → 震度 → カタログ

『理科年表』
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地震史料集テキストデータベース
https://materials.utkozisin.org/

l 史料集35冊・27700頁

l OCR・高精度テキスト化，手入力で

テキストデータを作成

l 約6.7万件 / 1900万字 / 

140MB



地震史料集テキストデータベース
https://materials.utkozisin.org/

doi:10.15083/0002002833 

（機関リポジトリ）

内部的な工夫

l 時間情報（和暦・西暦）

で規格化
http://www.hutime.jp/

l 版面を表示（IIIF）

l 通報（間違いなど）

次の課題

l 史料集テキストと歴史地震

（カタログ）との紐づけ

l 地理情報の付与



地震史料集テキストデータベース
https://materials.utkozisin.org/

l 都道府県/市区町村（史料の信頼性評価，史料と成果のリンクなどは別途必要）

l 市区町村の代表点は、 歴史的行政区域データセットβ版［CODH］を参照



地質図と史料所在地（●）の重ね合わせ

l 地理院地図＋20万分の1日本シームレス地質図V2

l 市区町村の代表点は、 歴史的行政区域データセットβ版［CODH］を参照



歴史的行政区域データセットβ版 ［ROIS-DS CODH］
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/



https://honkoku.org

国立歴史民俗博物館・東京大学地震研究所
京都大学古地震研究会
参加者の皆さん



みんなで翻刻
市民参加で歴史（地震）資料を読む



翻刻資料の多様化(2019年〜）

lさまざまな資料所蔵機関と連携

l22プロジェクト（画像はIIIF）

l参加者の動機づけのための工夫

l「あっぱれ」，ランキング

l相互添削

l一文字OCR（AI）による支援

l参加者 6089+2340人

l翻刻済コマ 8844+39387コマ

l入力文字数 638万+2082万字
（バージョン1＋バージョン2）



オープンデータとして

l所蔵元でのメタデータ充実

l電子出版（翻刻・現代語訳）

lくずし字OCR（AI）への活用

(文字列認識モデル＋検証)



まとめにかえて

研究データの管理や公開

lやるなら研究が進む（やりたくなる）方向で → データへのアクセ

ス性向上（横田さん），新規参入（大久保さん），成果アピール（田村さん）

l研究公正の観点もある

l（オープン）データポリシーの策定が進んでいくなか，要領よく

l保全を（も）目的とするプロジェクトや機関・部署，人材

識別子（DOIなど）付与

l選択肢の増加 → 保管場所と流通，表示・検索の区別（分業）

lいろいろな方法があり，評価もまちまち

l大学では機関リポジトリの利用が簡単？

l識別子付与だけでなく，評価も（「誰かが見てくれてる」ではなく）


